
ごみの減量とリサイクルの更なる推進
－プラスチック製品の再資源化の取組－
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特別区のごみ量の推移

3出典：東京二十三区清掃一部事務組合HP



葛西地区ごみ公害問題
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高度経済成長期の昭和30年代から、建設ラッシュに伴う残土や産業廃棄物、家庭ごみが不法
に投棄されるようになった。焼却による悪臭、有毒ガス、ネズミやハエの発生により住環境は悪化。
１日に1,000台以上のトラックが入り込むようになった。
最終的には、区と区民、警察が協力して道路封鎖・検問設置などの取組を行い、公害問題の

解決に至った。昭和45年には特別区で初の『環境部』を設置した。

出典：「葛西沖の歴史」より一部抜粋・改変



現在のごみ処理体制
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出典：「ごみれぽ2025」より抜粋・改変 5



最終処分場はあとどれくらい使える︖
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出典：環境省一般廃棄物処理実態調査結果から作成

ごみの減少・減容化により、
最終処分場は50年以上使える
一方で残容量は年々減少
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『しっかり減らして、リサイクル』

３つのＲ で 循環型社会を築きましょう



区民一人１日あたりのごみ量の推移
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令和13年に460g → 令和５年に達成



区施設・イベントで出るごみの全量リサイクル（令和６年度開始）
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食べ残し・はし プラスチック 紙類
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区施設・イベントで発生するごみの100％リサイクルを目指し、区役所本庁舎と区が実施するイベントでの
リサイクルに取り組んでいます。また、リユース食器の使用にも取り組んでいます。



ご協力をお願いした 19のイベントとCO2削減量
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時期 イベント・まつり
4月 下小岩縁日まつり
5月 清新町・臨海町ふれあいまつり
5月 小岩中部地域まつり
5月 南江戸川ふるさとまつり
5月 鹿骨区民館まつり
5月 中央地域まつり
5月 新田地域ふれあいフェスティバル
5月 西小岩まつり
7月 古川まつり
8月 青年カーニバル

R6年度は約31トンのごみを100％リサイクル
39.8tのCO２を削減

時期 イベント・まつり
9月 南小岩まつり（中止）
10月 葛西まつり
10月 小松川平井ふるさとまつり
10月 中央・一之江ふるさとまつり
11月 船堀まつり
11月 北小岩まつり
11月 東部地域祭
3月 新川千本桜まつり
4月 小松川千本桜まつり



製品プラスチックの回収について
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燃やすごみとして収集されている マークのないプラスチック製品
（資源として回収されている容器包装プラスチック・ペットボトル以外のプラスチック。）

製品プラスチックとは
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【参考】 「燃やすごみ」にて排出された製品プラ量推移（推計値）
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１ プラスチック資源循環戦略の策定（令和元年５月）
（１） 主な目標設定
① 2０３０年までにワンウェイプラスチックを累積25％排出抑制
② 2030年までに容器包装の６割をリユース・リサイクル
③ 2035年までに使用済みプラスチックを100％リユース・リサイクル等により、有効利用

（２） 同戦略の具体化に向けた一歩として「レジ袋有料化」を開始（令和元年７月）

事業者、消費者、国、都道府県及び市区町村それぞれの責務が明示され、
自治体においては、さらなるプラスチック使用製品の分別収集が努力義務化された。

プラスチックを取り巻く情勢（国の取り組み）
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国
必要な財源の確保
情報の収集・整理・研究
広報、普及啓発

事業者
製品プラスチックの設計
製品プラスチック廃棄物の排出抑制
製品の自主回収、再資源化 等

都道府県 市区町村への助言
国に準じた措置の実施 消費者 製品プラスチックの排出抑制

廃棄物の分別排出 等

市区町村 製品プラスチックの収集
再製品化 等



１ ゼロエミッション東京戦略の策定（令和元年12月）

２ 東京都環境基本計画の改定 （令和４年９月）

出典：東京都環境基本計画（東京都、2022年9月発行）

プラスチックを取り巻く情勢（東京都の取り組み）
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2030 焼却される廃プラスチック
40％削減

2050 ・ＣＯ2排出実質ゼロ
・海洋プラスチックゼロ

• カーボン・クローズド・サイクルの実現
• 水平リサイクルの拡大
• バイオマスプラスチックの利用
• 先進的な企業と連携したイノベーションの創出
• 環境に配慮した社会の醸成
• 区市町村におけるプラスチック等の再資源化促進



≪プラ新法 制定の背景≫

①海洋プラスチックごみ問題
②気候変動問題（ＣＯ２の増加）
③諸外国の廃棄物輸入規制の強化

ＳＤＧｓを推進し、都内初となるカーボンマイナス都市宣言を表明している本区においても、
国際的課題の解決や、国や都の取り組みも踏まえ、循環型社会の実現を目指し、

さらなるプラスチックの資源循環促進（製品プラスチックの回収・リサイクル）に取り組む。

江戸川区の方針

≪プラ新法 第一条（目的） ※一部抜粋≫

生活環境の保全及び国民経済の健全な発展に寄与することを目的とする。

江戸川区におけるプラスチック資源循環施策の方針
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国際的課題を
解決する必要がある



回収方法 説明

集積所回収
一括回収

容器包装プラスチックと
一緒の袋に入れて回収

分別回収
容器包装プラスチックと

分別して回収

拠点回収
収集拠点を設け、

容器包装プラスチックと
分別して回収

製品プラスチックの主な回収方法
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東京23区における製品プラ回収状況（令和７年度）

№ 区 名
回収
状況

回収
方法

その他

１ 千代田区 〇 一括回収

２ 中央区 ×

３ 港区 〇 一括回収

４ 新宿区 〇 一括回収

５ 文京区 ○ 一括回収

６ 台東区 ○ 一括回収

７ 墨田区 〇 一括回収

８ 江東区 〇 一括回収

９ 品川区 〇 一括回収

10 目黒区 〇 一括回収

11 大田区 〇 一括回収

12 世田谷区 ×

№ 区 名
回収
状況

回収
方法

その他

13 渋谷区 〇 一括回収

14 中野区 〇 一括回収

15 杉並区 △ 一括回収 現在、モデル実施中。

16 豊島区 〇 一括回収

17 北区 〇 一括回収

18 荒川区 〇 一括回収

19 板橋区 〇 一括回収

20 練馬区 ×

21 足立区 △ 一括回収 現在、モデル実施中。
令和８年度本格実施予定。

22 葛飾区 ○ 分別回収

23 江戸川区 10月～ 拠点回収

23区中17区が本格実施 18



１ 回収時期（予定）

３ 回収品目

23区で初となる拠点にて常設回収を行う。

綺麗に排出されやすく、物から物へリサイクルしやすい単一素材でできているプラスチック製品の回
収及び可燃ごみ・粗大ごみの減量を目的として、以下を17品目を回収品目とする。
なお、回収品目の追加については随時検討する。

①ざる ②ボウル ③バケツ ④ちりとり ⑤ごみ箱 ⑥風呂いす ⑦手おけ ⑧洗面器 ⑨書籍スタンド

⑩かご類 ⑪トレー ⑫保存容器 ⑬ハンガー⑭書類ケース ⑮衣装ケース ⑯まな板 ⑰小物入れ

江戸川区での製品プラスチック回収方法について①

19

２ 回収方法

令和７年10月～



区役所・各区民館にて常設回収。

４ 回収拠点

※ 受付時間が午前８時30分～午後９時30分までのため
曜日や時間に縛られることなく回収可能。

❶ 江戸川区役所（中央1-4-1）

❷ 小松川区民館（平井4-1-1）

❸ 葛西区民館（中葛西3-10-1）

❹ 小岩区民館（東小岩6-9-14）

❺ 東部区民館（東瑞江1-17-1）

❻ 鹿骨区民館（鹿骨1-54-2）

❶
❷

❸

❹

❺

江戸川区での製品プラスチック回収方法について②
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❻

※ 随時、回収拠点の増設を検討する。



【参考】衣装ケースの回収実証実験①

21

回収日 回収場所 天 候 来場組数 回収個数 回収重量

２月
15日（土） 葛西清掃事務所 駐車場 晴 169組 621個 1,720㎏

22日（土） 中平井コミュニティ会館 駐車場 晴 97組 363個 1,000㎏

３月

１日（土） 鹿骨区民館 駐車場 晴 257組 806個 2,410㎏

８日（土） 東部区民館 駐車場 曇時々雨 264組 843個 2,160㎏

15日（土） 小岩健康サポートセンター 駐車場 曇時々雨 178組 640個 1,710㎏

22日（土） 区役所本庁舎 中庭 晴 226組 773個 2,030㎏

合 計 1,191組 4,046個 11,030㎏

１ 実施結果



【参考】衣装ケースの回収実証実験②
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２ 記録写真

鹿骨区民館 区役所本庁舎



23

リチウムイオン電池について



リチウムイオン電池等の二次電池とは

1

＜二次電池とは＞
①充電して繰り返し使用できる電池
②小型・軽量でエネルギー効率が高い※

③小型なワイヤレスイヤホンから大型なコードレス
掃除機まで様々な製品に普及



二次電池の発火のメカニズム

2

＜発火メカニズム＞
①破砕等の衝撃で、電池内部の＋極と－極がショート
②ショートにより、電池内部で徐々に温度上昇・発熱
③内部燃焼を経て、発煙・発火

＜二次電池による火災の特徴＞
①反応速度によって、いつどこで発火するかわからない
②完全に放電されていれば、発火のリスクは低い

東京消防庁ＨＰから引用



リチウムイオン電池関連の事故

3

東京消防庁提供資料



リチウムイオン電池関連の事故
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リチウムイオン電池関連の事故
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粗大ごみ破砕処理施設の事故（令和５年11月18日発生）



江戸川区の現状
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１ リチウムイオン電池のリサイクルについて
【資源有効利用促進法】
製造・使用するメーカーや輸入業者に対し、回収・リサイクルを義務付け

２ 回収方法
【ＪＢＲＣ協力店での店頭回収】
区内11拠点（家電量販店、ホームセンター、まちの電気屋さん）で回収

回収を断られた蓄電池

▶加盟していないメーカーや輸入品
▶膨張した二次電池（右写真参照）

【清掃事務所又は清掃課での拠点回収】
ビニールテープなどで通電部分を絶縁処理したうえで持込んでいただく



江戸川区の現状
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３ 火災事故防止の取組み
【収集体制】
燃やさないごみの収集に「小型排出車」を使用しプレスをせずに火災を未然防止

【中継所でのピックアップ】
燃やさないごみの中継所で作業員による選別作業



今後の対応について
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令和７年４月15日付＜環境省通知＞
「市町村におけるリチウム蓄電池等の適正処理に関する方針と対策について」

分別方法

JBRCなどの製造事業者等による自主回収だけでなく、自主回
収を行っていないものの、膨張変形したリチウム蓄電池等の
排出方法を明示すること。

回収方法

他のごみ区分への混入を防ぐため、住民にとって利便性が高
い分別収集（ステーション・戸別）を基本として分別収集を行
うこと。

周知・広報

使用されている製品の品目を具体的に示す等して、リチウム
蓄電池等の不適切なごみ区分への混入を防ぐための周知を
行うこと。

本区においても、環境省の方針と対策の具現化を検討していく
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